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	○ 体の中に存在するオキシトシンは射乳や分娩を引き起こすホルモンとして知られていましたが、近年になって様々な効果が発見され自閉症などの病気に有効である可能性も指摘されています。その中で抗肥満効果があるという報告が相次いでいます。
	○ しかし、人に対する臨床検討ではオキシトシン投与の抗肥満効果について一致した見解が得られていません。
	○ 今回、マウスを用いて性別、脂肪分布、体重など様々な要因からオキシトシンの抗肥満効果の有効性を検討し、オキシトシンが有効となる条件（体脂肪率や体重など）を明らかにいたしました。これにより、将来の抗肥満薬としての臨床応用の基盤となることが期待されます。
	○　広報に関すること

